
開催日 内容

研修会

「在宅医療の現状」

グループワーク

「関係職種からみた在宅医療と介護連携の現状と課題と解決策」

参加者：73名

講演会

「地域包括ケアシステムに向けて在宅医療・介護に求められるものは」

シンポジウム

「超高齢社会を支える久喜市の医療と介護の取り組み」

参加者：450人

研修会

「在宅における看取りについて～多職種との連携～」

グループワーク

「在宅における看取りの支援方法を多職種で考える」

参加者：67人

研修会

グループワーク

参加者：77人

研修会

「多職種連携における訪問看護の利用について」

グループワーク

参加者：78人

研修会

「入退院支援課の活動状況と多職種連携について」

グループワーク

「入退院支援における多職種のかかわりについて考える」

参加者：78人

研修会

「介護認定申請からサービスの流れと、事例から見る医療関係者との連携について」

グループワーク

「在宅生活における、医療・介護関係者の連携のポイントについて考える」

参加者：79人

講演会　

第1部「もしもの時について考えよう～やってみよう人生会議～」

第2部「人生会議とは」

参加者：229人

研修会

「訪問診療利用時の流れと利用者情報の共有について」

グループワーク

「訪問診療利用時の適切な情報共有について考える」

参加者：60人

研修会

グループワーク

参加者：56人

研修会

第１部「入退院支援ルールについて」

第２部「最後まで自分らしく暮らし続けるため人生会議をはじめよう」

グループワーク

テーマ１「入退院支援ルールをみて、専門職としてできることは何か？」

参加者：69人

研修会

「後見人と身元保証人の違い、意思決定支援の基本的な考え方」

グループワーク

「身寄りのない高齢者の対応」

参加者：78人

研修会

「患者の急変時における救急隊との情報共有について」

グループワーク

事例から考えてみよう！「普段からできること。しておいた方がよいことなど」

参加者：73人

R4.11.9

R5.7.26

R6.1.17

R6.8.20

「多職種と連携をとるにはどのような方法があるか
　事例から支援方法を考える」

H30.10.5

H31.1.28

R元.9.30

R元.12.22

R2.1.20

「コロナ禍で支援する中で困ったこと、その対応。
　必要と感じた支援や制度を出しあってみよう！」

テーマ２「人生会議を聞いて、より多くの人に広めるためにはどのような方法があるか、
考えてみよう！」

「在宅での終末期にどのように多職種と連携をはかり対応しているのか
　～現場からの声～」

「事例を通じて在宅で安心して生活するための医療と介護の連携方法
　・手段について考える」

「新型コロナウイルス感染症が起こした在宅医療と介護の危機！
　～今後のために、在宅医療・介護においてできることを考える～」

H30.1.16

H29.10.2

H29.1.15

H28.10.7

開催日 内容

基調講演

「地域に医療を残すために必要なこと」

パネルディスカッション

「地域医療を皆で考える」

参加者：76名

講演会

第１部「在宅医療の現状」

第２部「超高齢化社会における地域医療の役割」

参加者：112名

講演会

第１部「限りある医療資源の有効活用に向けて」

第２部「地域の救急医療をみんなで守るために

　　　　　　　～新久喜総合病院の取り組み～」

参加者：71名

　

R2.1.18

H29.12.17

H31.1.26
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